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ており，前者としては最小二乗誤差(MMSE: minimum mean square error)推定，後者とし



























MAP 推定を定式化することで，MAP 推定精度と計算量のトレードオフを解消した． 


















































PF と適応ベクトル量子化手法の類似性に着目して MAP 推定を定式化することで，MAP 推
定精度と計算量のトレードオフを解消している． 






と異常検知を PF によって同時に行うことができることが示されている． 
最後に，第７章で本論文をまとめ，本研究の拡張性について言及している． 
本研究成果は，現在の確率フィルタリングの技術に，利便性と計算効率の向上，推定精度
の向上をもたらすものであり，現在までに構築されているほぼ全ての PF に統合することが
できる．さらに，将来，ロボットが自動的にデータを収集することが一般的になれば，それ
らを実現する自動機器の構成に本研究成果が貢献することが見込まれる． 
審査委員並びに公聴会出席者から，本論文に関して，精度評価の方法や，実利用の可能性，
他の研究領域への展開の可能性，などについて種々の質問がなされた．いずれについても申
請者本人により適切な回答がなされた． 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
